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公益の風に背中押されて20年、そしてここから新たな風を起こしたい

　

こ
の
度
、「
公
益
の
風
」

に
寄
稿
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に

な
り
、
真
っ
先
に
胸
を
よ
ぎ

る
の
は
、
本
学
が
開
学
2
年

目
の
2
0
0
3
年
、
厳
冬
の

庄
内
地
方
で
開
催
さ
れ
た
第

34
回
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研

究
集
会
の
思
い
出
で
あ
る
。

開
催
テ
ー
マ
「
公
益
の
地
か

ら
未
来
の
風
・
出
羽
庄
内
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
一
揆
」
が
強

烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
っ
て

い
た
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

後
20
年
間
追
い
風
と
な
っ
て

私
の
公
益
活
動
と
研
究
と
を

後
押
し
し
て
く
れ
た
タ
ー
ニ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
だ
か
ら
で
も

あ
る
。

私
の
専
門
は
、
ビ
ジ
ネ
ス

の
手
法
で
社
会
的
課
題
の
解

決
を
図
る
社
会
起
業
（
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
も
呼

ば
れ
る
）
で
、
90
年
代
後
半

か
ら
名
古
屋
や
ワ
シ
ン
ト
ン

Ｄ
Ｃ
で
実
践
研
究
を
進
め
て

き
た
。
と
こ
ろ
が
、
長
井
市

で
酒
小
売
業
を
営
む
父
親
の

大
怪
我
に
よ
り
Ｕ
タ
ー
ン
せ

ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
な

り
、
公
益
の
追
求
を
あ
き
ら

め
て
家
業
を
継
ぐ
か
ど
う
か

の
決
断
を
迫
ら
れ
る
な
か
、

こ
の
研
究
集
会
に
参
加
し
た

の
だ
っ
た
。

そ
こ
で
私
は
二
つ
の
こ
と

に
大
き
な
感
銘
を
受
け
た
。

一
つ
目
は
、
公
益
の
多
様
な

価
値
は
周
縁
で
こ
そ
見
え
て

く
る
と
い
う
実
感
で
あ
る
。

こ
の
研
究
集
会
が
開
催
さ
れ

た
2
0
0
3
年
は
平
成
の
合

併
前
夜
に
あ
た
り
、
庄
内
地

方
14
市
町
村
全
て
が
会
場
と

な
っ
て
多
様
な
テ
ー
マ
で
分

科
会
が
開
催
さ
れ
た
。
各
地

の
歴
史
や
文
化
、自
然
環
境
、

さ
ら
に
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々

の
気
風
や
気
概
が
色
濃
く
反

映
さ
れ
、「
公
益
の
地
・
庄

内
」
の
成
熟
し
た
豊
か
さ
を

強
く
印
象
づ
け
る
も
の
だ
っ

た
。
大
都
市
で
は
感
じ
る
こ

と
が
で
き
な
い
公
益
の
潜
在

的
可
能
性
に
触
れ
た
瞬
間

だ
っ
た
。

世
紀
は
公
益
の
時
代
で
あ

り
、
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の

主
体
的
な
活
動
が
地
域
を
支

え
、
世
界
を
変
え
る
大
き
な

原
動
力
に
な
る
こ
と
、
公
益

的
知
見
の
発
信
拠
点
と
し
て

本
学
へ
の
大
き
な
期
待
が
語

ら
れ
た
。

こ
の
研
究
集
会
で
意
を
決

し
た
私
は
、
そ
の
後
山
形
県

内
で
の
ま
ち
づ
く
り
や
過
疎

集
落
支
援
を
本
格
化
さ
せ
る

と
と
も
に
、
2
0
0
7
年
度

に
開
設
さ
れ
た
本
学
大
学
院

公
益
学
研
究
科
博
士
課
程
に

進
学
し
て
社
会
起
業
の
資
金

調
達
に
関
す
る
研
究
を
深
め

た
。
そ
し
て
山
形
県
の
官
民

協
働
フ
ァ
ン
ド
「
や
ま
が
た

社
会
貢
献
基
金
」
の
設
立
と

運
営
に
微
力
な
が
ら
協
力
さ

せ
て
頂
い
た
。

今
春
約
10
年
ぶ
り
に
庄
内

に
着
任
し
た
私
の
抱
負
を
申

し
上
げ
て
拙
稿
を
結
び
た

い
。
読
者
の
皆
様
は
、
休
眠

預
金
等
活
用
法
を
ご
存
じ
だ

ろ
う
か
。
10
年
以
上
の
取
引

が
な
い
、
い
わ
ゆ
る
休
眠
預

金
を
資
金
源
に
し
た
公
益
事

業
へ
の
活
用
が
2
0
1
8
年

か
ら
開
始
さ
れ
、
4
年
間
で

約
2
6
0
億
円
が
全
国
1
，

0
5
7
カ
所
の
公
益
事
業
へ

と
助
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

制
度
は
、
事
業
の
実
効
性
を

高
め
る
た
め
に
専
門
家
が
伴

走
支
援
す
る
こ
と
、
助
成
期

間
が
最
長
3
年
可
能
で
あ
る

な
ど
の
特
徴
が
あ
る
。
さ
ら

に
今
年
か
ら
は
、
毎
年
約

7
0
0
億
円
生
じ
る
休
眠
預

金
を
使
っ
た
社
会
的
投
資
も

可
能
に
な
る
。
し
か
し
な
が

ら
山
形
県
は
こ
れ
ま
で
の
活

用
実
績
が
2
件
に
留
ま
り
、

全
国
最
下
位
に
あ
る
。

本
学
で
は
昨
年
度
、
起
レ

業
（
業
を
起
こ
す
）
研
究
所

を
発
足
さ
せ
起
業
家
育
成
に

着
手
し
て
お
り
、
社
会
起
業

を
支
え
る
資
金
環
境
の
整
備

の
点
か
ら
も
、
休
眠
預
金
の

活
用
を
中
心
と
し
た
社
会
的

投
資
市
場
の
形
成
に
関
す
る

研
究
を
自
治
体
、金
融
機
関
、

産
業
界
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
セ

ク
タ
ー
と
連
携
し
て
進
め
、

公
益
の
地
で
あ
る
こ
の
庄
内

か
ら
全
国
、
そ
し
て
世
界
に

向
け
て
新
た
な
風
を
起
こ
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

公益の風 #35

東北公益文科大学　教授

青 木 孝 弘

▶
第
34
回
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
究
集
会
（
2
0
0
3
年
2
月
）
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

ま
た
二
つ
目
は
、

未
来
に
、
そ
し
て
世

界
に
向
け
て
公
益
を

発
信
す
る
意
義
と
重

要
性
で
あ
る
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
で
は
本
学

初
代
学
長
の
小
松
隆

二
先
生
、
東
山
昭

子
さ
ん
（
当
時
鶴

岡
市
ウ
イ
メ
ン
ズ
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
）、

評
論
家
の
佐
高
信
さ

ん
ら
が
登
壇
し
、
21
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